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危
機
に
立
つ
構
造
l

機
能
理
論

|
|
わ
が
国
に
お
け
る
展
開
と
そ
の
問
題
点
|
|

言

ー三
重

~ 
茎

三
さ圭

恒志橋

大
三
郎

基
与
師

直

幸

松田爪

構
造
機
能
分
析
は
、
吋白

-
8円
門
司
と
・

8
5
ら
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
出
発
し
た
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
粗
削

P
で
宋
墜
備
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
社
会
変
動
を
と
り

あ
っ
か
え
な
い
な
ど
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
わ
が
国
の
学
界
も
、
構
造
l

機
能
分
析
を
い
ち
は
や
く
導
入
し
た
が
、
そ
れ
以
来
、
と
く
に
富
永
健
一
・
吉
田

民
人

・
小
室
直
樹
の
三
者
は
、
初
期
の
批
判
を
解
消
す
る
方
向
で
独
自
の
洗
練
を
加
え
、
議
論
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
a

と
り
わ
け
構
造
l

機
能
分
析
を
、「
機

能
要
件
に
よ
る
社
会
構
造
の
評
価
・
制
御
」
を
骨
子
と
す
る
も
の
と
み
な
す
点
で
、
三
者
の
見
解
は

一
致
し
て
い
る。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
三
者
の
見
解
の
う
え
に
立
っ
て
、
構
造
1

機
能
分
析
の
ア
イ
デ
ア
を
理
想
的
に
具
現
し
允
モ
デ

ル
を
、
組
み
た
て
た
。
そ
の
う
え
で
、

こ
れ
を
、
科
学
理
論
で
あ
れ
ば
当
然
み
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
規
準
と
、
照
ら
し
あ
わ
せ
で
み
た
。

そ
の
結
果
、
構
造
機
能
分
析
に
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
致
命
的
な
問
題
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
複

数
の
機
能
要
件
を
仮
設
し
た
場
合
に
整
合
的
な
議
論
を
行
な
い
う
る
か
、
ま
た
、
社
会
構
造
の
変
動
法
則
を
ど
の
よ
う
に
導
出
す
る
か
、
な
ど
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
検
討
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
こ
た
え
る
構
造
l

機
能
分
析
は
、
原
理
上
存
在
し
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
司

R
8
5
以
来
の
構

造
1

機
能
分
析
は
、
不
適
当
で
あ
り
、
社
会
理
論
と
し
て
採
用
で
き
な
い
と
結
論
す
る
。

は

じ

め

に

、-ピ一
n
D
円円

E
2
0
5
を
主
唱
者
と
す
る
構
造
1

機
髭
分
析
は
、
理
論
社
会
学
に

一
時
期
を
函
し
た
。
《
単
独
で
、
現
代
社
会
学
に
お
け
る
通
常
科
学
の
地
位
を
占

め
る
に
到
っ
た
M

V

(

直
井

[
一
九
七
一
ニ
h

U

]

)

と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る。

し
か
し
、
今
日
ま
で
、
構
造
1

機
能
分
析
は
通
常
科
学
と
し
て
定
着
し
て
い
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
構
造
1

機
能
分
析
の
理
論
的
可
能
性
が
、
本
格
的
に
検
討

さ
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
構
造
l

機
能
分
析
に
た
い
す
る
評
価
が

定
ま
ら
ず
に
い
る
。
こ
の
事
態
は
、
理
論
社
会
学
の
禿
展
に
と
っ
て
大
き
な
障
害

で
あ
る
。

理
論
的
発
展
を
は
か
る
た
め
に
は
、
理
論
の
主
張
を
よ
く
検
討
し
、
そ
の
う
え

で
、
批
判
す
べ
き
点
を
批
判
し
、
継
受
す
べ
き
点
を
継
交
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
3

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
数
年
、

構
造

機
能
分
析
を
批
判
的
に
検
討
す

る
作
業
を
す
す
め
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
か
ら
え
た
い
く
つ
か
の
帰
結
を
整
理
し
て
、
構
造
l

機
能
分

析
の
直
面
す
る
問
題
群
と
し
て
提
示
し
よ
う
=
は
じ
め
に
構
造
i

機
能
分
析
の
理

論
展
開
を
、
と
り
わ
け
日
本
に
焦
点
を
あ
て
て
概
観
し
(
第
一
節
)
、
つ
ぎ
に
わ

れ
わ
れ
が
検
討
の
対
象
と
す
る
構
造
l

機
能
分
析
の
特
徴
を
整
理
し
、
あ
わ
せ

て

検
討
の
方
法
・
規
準
を
明
確
に
し
て
(
第
二
節
)
、
さ
い
ご
に
問
題
群
の
配
置
を

あ
き
ら
か
に
す
る
(
第
三
節〉。

構

造
i

機
能
分
析
の
展
開

「構
造
l

機
能
分
析

S
E
E
n
Z
E
4司
EmdnzgE
-〉
E
-
E
mご
と
い
う
用
語
は

多
義
的
で
あ
る
ハ
1
)
。
こ
の
意
味
内
容
を
確
定
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
検
討
す
る

• 
1

1

i

 

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
本
節
で
は
、
構
造
i

機
能
分
析
の
多
様
な
展

開
を
追
っ

て
、
そ
の
中
心
と
な
る
主
張
を
抽
出
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
次
節
で
、

こ

れ
ら
の
主
張
を
構
造
1
機
能
理
論
窃
円

E
2
E
E
-
-匂
己
ロ

nZEB-
-HJZ
2
5
1
1理

想
化
さ
れ
た

(
E
E
--
B
e
構
造
1

機
能
分
析
の
理
論
モ
デ
ル
ー
ー
と
し
て
確
定

.
す
る
準
備
で
あ
る
。

(
1
)

こ
の
言
明
は
、
次
の
三
と
お
げ
の
言
明
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
①
周
知
の
よ

う
に
、
主
唱
者
間
ν
里町
O
B
自
身
が
い
く
た
び
も
彼
の
理
論
的
主
張
を
変
化
さ
せ
た

(厚官民

【一

九
七
O
u
告

、
回
野
崎
{
一
九
七
五
日

m
f
]〉
。
①
司
君

E
Z
以
外
の
多

く
の
鵠
者
が
(
構
造
i
)

機
能
分
析
の
名
称
を
用
い
て
多
緩
な
理
論
的
主
張
を
し
た。

①
構
造
l

機
能
分
析
が
宋
整
備
で
発
展
途
上
に
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
現
在
で
も

な
さ
れ
て
い
る
。

構
造
t
機
能
分
析
の
出
発
点

E
E
E
F
玄

R
Z
=
ら
は
、
一
九
四

0
年
代
に
、
(
構
造

JVY機
能
分
析
と
い

う
方
法
を
明
示
的
に
提
出
し
よ
う
と
試
み
た
。
は
じ
め
に
、

P
=・8
5
の
主
張
を

中
心
に
、

彼
ら
が
意
図
し
た
方
法
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
門
2
Y

(
2
)

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、

M
M
R
g
E
の
意
図
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
〈
恒
松

他

[
一
九
八
二
]
〉
。

詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
の
こ
と
。

同

M
R
8
2
は
、
理
想
の
社
会
学
理
論
を
、
物
瑳
学
に
お
け
る
連
立
微
分
方
程
体

系
に
な
ぞ
ら
え
た
。
そ
れ
は
、
高
度
な
記
述
上
の
一
般
性
・
包
括
性
を
も
ち
、

同

時
に
、
説
明
・
予
測
弘
完
全
に
行
な
い
う
る
も
の
で
あ
る

(HVR
8
5
ロ
∞
お
↓

H
U
E
-
5『
]
[
H
U
E
u
一
九
七
固
い
お
]
〉a

と
こ
ろ
が
、
社
会
学
の
現
状
は
、

理
論
の
体
系
化
が
よ
う
や
く
始
ま
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で

(
E『
g
s
t
c
A印
↓

S
E
-
-
N
]
)、
理
想
の
理
論
体
系
を
構
築
す
る
に
は
、
ま
だ
《
動
態
的
な
知
識

e
'zaEγ
-

ー…ー一-_. -，，--' ・'h『ず
を

，

F

者
曹
轟
t
J宇
野
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ヨ i

が
断
片
的
で
し
か
な
い
M
V
(
E
『8
2
t
g
T
H
一
九
七
四
日
ロ
]
)
(
3
Y

(
3
)

こ
う
し
た
理
想
と
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
玄
E
Zロ
や

F
2司
も
よ
く
認
お
し

て
い
た

(
ζ
0
2
5
[包
色

i
S
S
M
-九
六

一
二

一
f
H
T
w
〈
『

[-
由印
NUN田])。

そ
こ
で
や
む
を
え
ず
、

E
-d
o
E
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
理
論
体
系
の
準

拠
枠
組
合
g
s
え
お
『2
.
2
2
)
の

一
般
住
・
包
括
性
を
保
っ

た
ま
ま
で
、
動
態

的
知
識
の
不
足
に
対
処
す
る
に
は
、
《
あ
る
種
の
単
純
化
の
方
法
M
V

が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
変
数
を
A

判
定
数
と
し
て
扱
う
し
か
な
い

V
。
こ
こ
で

定
数
と
み
な
し
た
も
の
を
、
構
造
と
よ
ぷ
〈
4
〉G

こ
う
し
て
《
動
態
的
な
問
題
を
、

洗
練
さ
れ
た
数
学
的
分
析
が
可
能
で
な
く
て
も
ど
う
に
か
扱
え
る
よ
う
に
、
単
純

化
で
き
る

V
(
-
5・g
E
[
回
申
品
目
↓
】
由
印
品
川
M
-
自
己
)
の
で
あ
る
。

(
4
)

「
構
造
」
疑
念
の
導
入
は
、
体
系
の

一
設
住
と
知
銭
の
不
足
と
の
伺
の
溌
を
埋
め

る
た
め
の

一
般
的
な
エ
失
で
あ
っ
て
、
行
為
紛
の
具
体
的
な
済
成
に
特
に
依
存
し
な
い

こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
勺
日
明
omd
日
〔
呂
、-
2
3
、
理
論
体
系

一
般
に
関
わ
る
主
張
と
、

社
会
一戸一4
理
論
の
み
に
妥
当
す
る
主
張
と
を
、
は
っ
き
り
区
別
し
て
い
る
。
い
勺
ぼ
う

F
A
0
2

。
コ
は
、
体
系
の
一
般
性
・
包
括
性
ば
、
社
会
学
の
窪
論
に
と
っ
て
な
お
重
荷
で

あ
る
、
と
判
断
し
た
。
彼
は
、
実
証
と
の
接
合
を
も
考
慮
し
て
、

「
中
範
囲
の
理
論
-

に
よ
っ
て
、
理
想
と
現
状
と
の
港
を
埋
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
(
玄
R
Z
D
[
HUミ

H

一
九
六
一
日

3
1
8
]
[呂田∞
U
8
1ロ
]
)
。
玄
2
Zロ
の
場
合
、「
社
会
構
造
」
は

記
述
概
念
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
完
全
な
相
互
連
関
理
論
に
た
い
す
る
《
次
善
の
理
論
V
(同
M
R
g
g

士
S
H
UH
-九
七
四
い
お
む
と
し
て
、
い
っ
た
ん
静
態
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て

の
構
造
の
概
念
を
用
い
る
と
、
こ
れ
と
残
り
の
変
数

・
利
用
し
う
る
知
識
と
の
関

係
が
問
題
と
な
る
。

τEdo-g
は
こ
こ
に
、
機
能
の
概
念
を
導
入
し
た
。
機
能
は
、

構
造
以
外
の
諸
変
数
の
重
要
性
を
は
か
る
規
準
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
変
数
は
、

(
7
)

戸。〈『

の
議
論
の
特
徴
は
、
機
能
/
構
造
の
い
ち
じ
る
し
い
並
行
関
係
に
あ
る
。

F
2同
は
機
能
要
件
/
構
造
要
件
を
た
て
る
が
、
前
者
(
体
系
の
背
後
に
想
定
さ
れ
る

条
件
)
を
充
足
す
る
は
ず
の
も
の
と
し
て
、
一
連
の
構
造
が
索
出
さ
れ
る
固
ま
た
「
2
『

は
、
静
態
的
な
機
能
一
妥
件
の
綬
念
を
犠
う
い
み
で
、
動
態
的
な
考
察
の
た
め
の

『機
能

的
先
行
要
件
(
『
E
n
z
c
s巳
唱

2
2』
EE【ぬ〉
」
の
筏
念
を
明
肢
に
定
式
化
し
た

(
F
2司

[-SN
・
ご
]
)
。
目
的
訟
を
排
除
す
る
こ
の
考
え
方
は
、
の
ち
に
わ
が
国
の
構
造
犠

能
分
析
の
展
開
の
主
総
点
と
な
-
9
。

し
か
し
、

F
2同
の
警
告
も
、
必
ず
し
も
共
通
の
了
解
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

HM
R8
5
が
、
機
能
要
件
公
5
n円
FOE-"-ZEE-g)
を
、
《
体
系
の
均
衡
な
い
し

体
系
の
持
続
が
た
も
た
れ
る
V
た
め
に
必
ず
み
た
す
べ
き
条
件
で
あ
る
、
と
定
義

す
る
と
き

0
5
0
8
5
b
w
m
E。
一定
『
[
】巴目白

h
H
E
N
-
九
五
八
/
一
九
五
九
I
u

u
u、
均
衡
は
自
動
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
す
る
有
機
体
論
の
怒
と
し
穴
が
待
ち

か
ま
え
て
い
る
e

こ
う
し
た
構
造
1

機
能
分
析
の
展
開
に
対
し
て
、
批
判
も
数
多
く
現
れ
た
2

と

く
に
注
目
に
あ
た
い
す
る
の
は
、
わ
が
匿
の
議
拾
を
大
き
く
方
向
づ
け
た
初
期
の

批
判
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
端
的
に
い
っ
て

一。構
造
1

機
能
分
析
は
社
会
変
動
が
と

り
あ
っ
か
え
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
(
た
と
え
ば
、
E
F
m
E
ロ
∞
宮
]
、

ロ
与
円
台
H
E
M
-
Z
H
8
2
、
FonF向者
OD品
[
】
由
回
目
]
、
の
D
E
-
E
O『
[HU印即日
ω由
]
な
ど
〉
。

こ
の
批
判
は
早
い
段
階
か
ら
構
造
l

機
能
分
析
批
判
の
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
と
な
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
批
判
は
、
パ

l
ソ
ン
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
構
造
l

機
能
分
析
の

学
説
と
同
時
に
わ
が
国
に
丹
念
に
紹
介
さ
れ
た
(
塩
入
[
一
九
五
八
]
、
富
永

[一

九
五
八
]
な
ど
)
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
が
国
に
お
け
る
構
造
i

機
能
分
析
家
は
、

当
初
よ
り
社
会
変
動
を
い
か
に
と
り
あ
っ
か
う
か
を
問
題
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た。

劃

ン
司恒
三
選
警
一
芸
重

点首長
AS一三一学
JJ

Z
J
4喜
自主
主
pa
h-t

ち
ま
ま
ざ
芝
、
義
理
主
喜
f，
A

r許
認

-一J
一

γ

一f
p
--
r

一対一一
一一

一

一一
一
戸
時一一一以

t

一一一一一一

一

一一イ

~

F
F

・-・5
-

《
体
系
(
帥
3
R
E
V
の
維
持
(
も
し
く
は
発
展
〉
に
「
貢
献
す
る
」
M
V

な
ら
ば
機
能

的
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
な
ら
逆
機
能
的
宮
志
向
5
2
5
E
C
で
あ
る
会
》
R
E

8
5
[
H
u
s
-
S
E
A尽『])。

E
『
mDS
に
よ
れ
ば
、
機
能
の
概
念
は
《
元
来
目
的
論
的
な
も
の

V
で
あ
り
、

《
現
に
作
動
し
て
い
る
全
体
体
系
の
状
態
V
を
準
拠
と
す
る

q
E
g
E
[H
S
m↓

Z
E
H
N
Hご
]
)
。
こ
こ
で
、
「
体
系
」
が
、
当
初
の
「
連
立
方
程
式
体
系
」
か
ら
、

い
つ
の
ま
に
か
「
有
機
体
」
の
方
向
へ
ず
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
彼
の
議
論
は
、

機
能
理
論
の
発
想
と
接
続
す
る
ハ
5
Y
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
構
造
l

機
能
分
析

が
生
物
有
機
体
論
に
、
ひ
い
て
は
素
朴
な
目
的
論
へ
と
接
近
し
で
し
ま
う
危
険
が

あ
っ
た
ハ
6
Y

う
る
機
能
理
論
の
発
想
は
、
き
わ
め
て
多
様
で
、
社
会
科
学
の
諸
分
野
に
も
当
時
す
で

に
幅
広
く
浸
透
を
み
せ
て
い
た
。

2
3。コ
ω
自
身
は
、
構
造
1

機
能
分
析
の
先
行
者
と

し
て
、
精
神
分
析
、
人
類
学
、
同
-
U
E司
r
F
同一ヨ・

F
南・4
弓
o
F
R

の
四
者
を
あ
げ
て
お

り

(
E
3
0
5
2
2印
i
g印品
目
NN凹
『
]
)
、
戸
内
〈
可
[
】
由
印
回
一
日
山
吋
】
や
玄
R
Zロ【】
由印吋

H

一
九
六
一

U
9
]
も
多
く
の
源
流
を
指
摘
し
て
い
る
。

〈

6
)

司
号
凹

0
5
も
室
。
『
円
。
ロ
も
、

構
造
l

機
能
分
析
の
源
泉
が
生
物
有
機
体
拾
に
泡

る
こ
と
を
否
定
し
な
い

(
E『8
2
2由、
5
i
s
E
HN-∞
己
、
玄
2
Zロ
ロ
ヨ
?
"

一
九
六

一
u
m
f
、
必

ーは山
])。

F
2
M『[回出回
N
H
m
H
R
]
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
警
告
を
発
し
て
い

る。

Z

4
の
「
構
造
機
能
要
件
分
析
合
R
5
2
E
E台
口
三
一
D
Eご
Z
Z
E
Z

E
三
百
回
印
)
」
は
、
目
的
論
公
開
-
g
-
o
E
)
を
で
き
る
限
り
排
除
し
た
と
こ
ろ
で
、

科
学
的
な
説
明
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
相
互
連
関

分
析
(
な
い
し
因
果
分
析
〉
に
最
も
近
づ
い
た
構
造
1

機
能
分
析
の
試
み
だ
と
言

・
え
よ
・
フ
ハ
7
Y

わ
が
国
に
お
け
る
構
造
l

機
能
分
析
の
展
開

つ
ぎ
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
構
造
1

機
能
分
析
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
ょ

.つ〈
S
Y

(
8
〉
日
本
に
お
け
る
構
造
l

機
能
分
析
受
容
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
稲
上
〔

一
九
七

二一

m
i
m
]
が
詳
し
い
。
ま
た
田
野
崎
(
編
)
[
一
九
七
五
]
の
文
献
表
、
田
野
前
向

【一

九
八
O
H
U
f
]
を
も
参
照
。

わ
が
国
に
構
造
l

機
能
分
析
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
一

九
五
五
年
前
後
で
あ

る
。
こ
の
時
期
に
現
れ
た
多
く
の
紹
介
論
文
言
)
の
特
徴
は
、
次
の
三
点
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

ω
M
V
E
t
s帥
に
か
ぎ
ら
ず
、
い
く
系
統
も
の
機
能
理
論
を
、
全
体
と

し
て
一
個
の
「
機
能
主
義
」
の
潮
流
と
し
て
受
容
し
た
。

ω機
能
主
義
に
対
す
る

批
判
を
も
あ
わ
せ
て
受
容
し
た
。…
m
忠
実
な
学
説
紹
介
で
あ
ろ
う
と
し
た
が
、
独

r
t

、

自
の
貢
献
を
つ
け
加
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
期
の
論
文
で
、
今
日
も

再
読
・
検
討
に
あ
た
い
す
る
も
の
は
少
な
い
ハ
担
。

(
9
)

た
と
え
ば
、
武
田
【

一
九
五
四
]、

金
沢

[一

九
五
五
]
V
安
藤

[一

九
五
五
弓

森

【一

九
五
五
円
田
野
隆

三

九
五
五
円
作
田

【一

九
五
五
]【一

九
五
八
]
、
中
島

【一

九
五
五
/
一
九
五
六
円

塩
入

[一

九
五
六
円

江
藤

【一

九
五
六
]、
鈴
木

[
一
九

五
六
円
西
村

[一

九
五
七
円

松
野

[一

九
五
七
]
な
ど
で
あ
る
。

(
日
)
目
に
ふ
れ
た
か
ぎ
り
で
の
例
外
は
、
新
明
【
一
九
五
四
↓
一
九
六
七
]
に
お
け

る
、
機
能
を
社
会
過
程
と
し
て
と
ら
え
る
見
解
で
あ
る
。

こ
の
主
張
は
本
稿
の
わ
れ
わ

れ
の
定
式
化
に
の
ら
な
い
た
め
、
別
途
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
富
永
[
一
九
五

六
円
[
一
九
五
点
-
H
【
一
九
五
八
]
は
、
学
税
理
解
と
、
関
連
努
野
へ
の
目
配
り
と
が

行
き
と
ど
い
て
い
る
。

一
九
六

O
年
以
降
に
な
る
と
、
構
造
l

機
能
分
析
に
わ
が
国
独
自
の
発
展
が
は

じ
ま
る
。
こ
の
発
展
に
貢
献
し
た
の
は
、
官
、一氷健

一・

吉
田
畏
人
・
小
室
直
績
の

骨
盤
也
曹

?

主，za
ニ

35 (1・4)4 

一 ー一一

社会学評論35 (1・5)5 
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三
者
で
あ
る
。

三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、

E『
g
E
の
理
論
を
継
承
し
、
そ
れ
を
整
備
・
発
展
さ
せ

た
。
三
者
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
、
構
造
1

機
能
分
析
に
つ
い
て
方
法

論
的
に
検
討
す
べ
き
箇
所
の
大
部
分
を
と
り
あ
げ
た
と
い
っ
て
よ
い
(
弘
厚
東

[
一
九
七

O
い
お

5
0

三
者
は
ま
ず
、
「
社
会
変
動
が
と
り
あ
っ
か
え
な
い
」
と
い
う
ス
テ
ロ
タ
イ
プ

化
し
た
批
判
の
一
掃
を
は
か
っ
た
。
三
者
の
主
張
は
、
こ
の
批
判
に
「
機
能
要
件

に
よ
る
社
会
構
造
の
制
御
」
の
仮
説
で
こ
た
え
た
点
で
、
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
大
筋
に
お
い
て
一
致
を
み
た
三
者
の
主
張
は
、
わ
が
国
学
界
の
定
説

と
な
っ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
三
者
の
主
張
を
順
に
概
観
し
よ
う
。

富
永
健
一
凶
同
、

T
E
E
E
の
学
説
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
出

発
し
た
3

ま
た
、
構
造
l

機
能
分
析
の
立
場
か
ら
の
実
証
的
な
研
究
を
精
力
的
に

行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
学
風
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
構
造
1

様
龍
分
析
の
正
統
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。

理
論
の
宙
に
お
い
て
、
役
は
、

-uEtc-g
か
ら
の
前
進
を
試
み
た
。

M
M
R
8
5

の
理
論
を
動
学
化
し
、
構
造
l

機
能
分
析
に
よ
る
変
動
理
論
を
構
築
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
c

こ
の
試
み
は
『
社
会
変
動
の
理
論
』
(
富
永
[
一
九
六
五
]
)
と
し

て
結
実
す
る
。

彼
は
《
社
会
変
動
と
は
、
社
会
構
造
の
変
動
で
あ
る

V
(富
永
[
一
九
六
五
一

部
〕
)
と
主
張
す
る
(
己
。
こ
の
主
張
は
、
構
造
l

機
能
分
析
に
よ
る
社
会
変
動
の

理
論
が
説
明
す
べ
き
対
象
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
続
の
研
究
に
指
針
を
与

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
口
)
本
稿
の
目
的
か
ら
、
詳
述
は
さ
け
る
が
、
社
会
構
造
擬
念
の
精
級
化
も
ま
た
大
き

こ
の
努
力
は
、
構
造
機
能
分
析
の
動
学
的
一
般
化
と
し
て
結
実
す
る
。
彼

は
、
機
能
要
件
を
社
会
の
目
的
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
充
足
し
な
い
場
合
に
社
会
が

変
動
す
る
と
み
な
す
。
そ
の
う
え
で
、
社
会
の
変
動
の
方
向
と
機
能
要
件
の
充
足

状
態
と
を
む
す
び
つ
け
る
一
遠
の
仮
説
を
提
示
す
る
〈
M
Y
そ
れ
ら
の
仮
説
的
主

張
は
、
彼
の
独
創
で
あ
り
、
変
動
を
機
能
要
件
と
連
動
さ
せ
る
点
で
一
貫
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
方
法
論
上
の
検
討
が
十
分
で
な
く
、
主
張
の
適
切
性
は
残
さ
れ

た
問
題
と
な
っ
た
。

(
M
)

た
と
え
ば
、
「
適
合
性
増
大
の
仮
説
」
(
吉
田
[
一
九
六
四
日
必
]
)
や
「
状
相
移

行
」
(
吉
田
【
一
九
七
四
b
H
m
'
m
]
〉
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

小
室
直
樹
は
、
ア
メ
リ
カ
で
直
接

E『
8
5
の
教
え
を
う
け
た
。
彼
は
《
同

MR・

8
5
か
ら
は
じ
め
M
V

よ
(
小
室
[
一
九
六
八
/
一
九
六
九
一
〈
下
の
三
)
凶
]
)
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

-
5
3
2
5
理
論
の
発
展
に
着
手
す
る
e

一
方
で
、
句
史
・

8
5

理
論
を
形
式
的
体
系
的
に
整
備
し
、
ま
た
他
方
で
そ
れ
を
動
学
的
に
一
般
化
す
る

こ
と
が
、
彼
の
具
体
的
な
方
針
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
経
済
学
の
一
般
均
衡
理
論
を
換
骨
奪
胎
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
造
l

機
能
分
析
を
形
式
化
す
る
ハ
小
室
[
一
九
六
六
a

]

)

。
こ
の
形
式
化
に
よ
っ
て
、

従
来
あ
い
ま
い
で
多
く
の
誤
解
を
乍
つ
け
た
構
造
l

機
能
分
析
を
、
お
お
い
に
見
通

し
の
よ
い
も
の
に
し
た
。
た
と
え
ば
、
社
会
構
造
が
変
数
の
相
互
連
関
を
規
定
す

る
関
数
型
で
あ
る
こ
と
(
小
室
[
一
九
六
六
b
u
(
上
)
叩
]
[
一
九
七
四
日
間
叫
]
)
、

機
能
要
件
の
仮
設
は
、
社
会
状
態
を
定
義
域
と
す
る
機
能
評
価
関
数
の
存
在
と
同

値
で
あ
る
こ
と
(
小
室
[
一
九
六
六
b
H
(上
)
日
]
[
一
九
六
七
日
お
]
)
、
限
界
機

能
の
概
念
(
小
室
[
一
九
六
七
日
出
]
)
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。

小
室
の
も
っ
と
も
重
要
な
貢
献
は
、
構
造
l

機
能
分
析
の
「
均
衡
」
を
明
瞭
に

定
式
化
し
た
点
に
あ
る
。

F
E
D
-
g
の
「
均
衡
」
は
、
そ
れ
が
成
立
す
る
た
め
の

童
書
墨
画
聖
書
頭
蓋
喜
重
罰

な
業
績
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
の
議
論
は
、
構
造
l

機
能
分
析
の
変
動
理
論
と
し
て
は
不
十
分
で

あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
社
会
構
造
の
変
動
法
則
を
、
構
造
i

機
能
分
析
の
論
理

に
そ
く
し
て
導
か
な
か
っ
た

2
〉
か
ら
で
あ
る
。
社
会
変
動
法
則
の
構
築
は
課
題

と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
辺
)
こ
の
原
因
は
、
富
永
一
[
一
九
六
五
]
に
お
け
る
構
造
1

機
能
分
析
の
規
定
に
あ

る
。
相
互
連
関
分
析
の
側
面
を
強
調
す
る
わ
り
に
、
機
能
要
件
分
析
の
側
面
を
見
溶
と

し
て
い
た
の
で
、
社
会
変
動
を
説
明
す
る
要
因
を
措
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
民
人
も
句

R
8
5
を
手
が
か
り
と
し
て
出
発
し
た
(
吉
田
[
一
九
六
二
]
)

が、

E
『

g
Z
ら
の
学
説
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
構
造
機
能
分
析
を
他
の

諾
科
学
に
も
共
通
す
る
一
般
的
な
説
明
形
式
と
理
解
す
る
に
い
た
っ
た
詰
)
。

(
日
)
彼
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
回
号

E
E
の
組
織
均
衡
の
理
論
、
認
知
心
理
学
、
玄
E
H

主
義
の
ー
史
的
唯
物
論
、
生
物
進
化
稔
ま
で
が
、
構
造
1

機
能
分
析
1r
同
じ
説
明
形
式
を

と
っ
て
い
る
(
吉
田
[
一
九
六
三
]
)
。
構
造
l

機
能
分
.
祈
を
説
明
形
式
と
と
ら
え
る
な

ら
、
そ
の
論
理
を
明
示
的
に
と
り
だ
す
こ
と
も
、
異
な
る
諸
分
野
と
の
相
官
一
乗
り
入
れ

を
は
か
る
こ
と
も
で
き
る
。
吉
田
【
一
九
六
七
]
で
は
、
こ
う
し
て
情
報
理
詮
や
サ
イ

パ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
の
隠
合
が
試
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
吉
田
[
一
九
七
八
]
[
一
九
八

乙
な
ど
は
、

情
造
l

機
能
分
析
の
説
明
形
式
そ
れ
自
体
を
い
っ
そ
う

一
般
化
し
て
い

る
。
た
だ
し
こ
の
試
み
は
、
や
や
も
す
る
と
構
造
l

機
能
分
析
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
失
わ
せ
か
な
な
い
。

吉
田
は
、
①
相
互
連
関
分
析
で
あ
る
、
②
機
能
要
件
分
析
で
あ
る
、
の
二
点

を
、
構
造
t

機
能
分
析
の
本
質
と
規
定
す
る
(
吉
田
[
一
九
六
三
日
M

H

]

[

一
九

六
回
二
似
]
〉
。
と
く
に
後
者
が
重
要
な
特
徴
で
あ
る
と
し
て
、
機
能
要
件
分
析
を

彫
琢
し
た
(
吉
田
[
一
九
六
一
己
[
一
九
六
三
]
[
一
九
六
四
己
。

条
件
を
欠
い
て
い
た
た
め
、
目
的
論
の
誤
り
に
お
ち
い
っ
て
い
た
。
小
室
は
自
ら

の
形
式
化
の
作
業
の
一
環
と
し
て
、
機
能
要
件
の
充
足
が
均
衡
の
条
件
で
あ
る
と

す
る
(
小
室
[
一
九
六
六

b
h
(上
)
げ
]
[
一
九
六
七
一
鈍
]
)
。
こ
の
指
摘
は
、

た
だ
ち
に
構
造
l

機
能
分
析
を
動
学
化
す
る
言
明
と
な
る
。
機
能
要
件
の
充
足
が

シ
ス
テ
ム
維
持
(
日
均
衡
)
の
条
件
な
ら
ば
、
機
能
要
件
が
充
足
さ
れ
な
い
と
き

シ
ス
テ
ム
は
変
動
す
る
〈
そ
れ
ゆ
え
構
造
も
変
動
す
る
〉
。
つ
ま
り
、
構
造
変
動

の
た
め
の
条
件
を
も
特
定
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
(
小
室
[
一
九
六
六
b

H

(

上
)
日
]
[
-
九
六
七
日
お
]
)
。

こ
う
し
た
定
式
化
を
、
わ
れ
わ
れ
は
、
小
室
版
(
穴

ogzg.凹

2
a
z乙
の

構

造
1

機
能
分
析
と
よ
ぷ

2
〉
。
こ
れ
は
、
同
構
造
に
よ
る
社
会
状
態
の
決
定
、
同

機
能
要
件
に
よ
る
社
会
状
態
の
評
価
、

ω機
能
要
件
の
充
足
度
に
よ
る
、
構
造
の

維
持
/
変
動
、
の
三
点
を
骨
子
と
す
る
3

た
だ
し
、
こ
の
定
式
化
で
は
、
い
ま
だ

構
造
変
動
の
方
向
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
c

そ
こ
で
小
宮
一
は
、
富
永
・
吉
田
の
変

動
理
論
を
こ
の
定
式
化
に
接
続
す
る

2
Y
二
人
の
ア
イ
デ
ア
は
、
小
室
版
に
接

続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
明
瞭
と
な
っ
た
。
そ
し
で
「
機
能
要
件
に
よ

る
社
会
構
造
の
制
御
」
が
、
構
造
l

機
能
分
析
の
中
心
的
な
主
題
と
し
て
、
三
者

に
共
有
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
門
口
Y

(
お
)
小
室
版
は
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
概
略
を
知
る
に
に

は
小
室
[
一
九
六
六
b
u
ハ
上
)
お
f

]

[

一
九
六
七
日
お
f

]

[

一
九
七
回
]
、
成
瀬
ご

九
七

O
H
第
一
部
]
な
ど
が
よ
い
。
ま
た
、
恒
松
他
[
一
九
八
二
を
も
参
照
の
ニ

シ

コ

、

，

，

(mv
富
永
【
一
九
六
五
]
の
受
容
は
、
小
室
[
一
九
六
六

a]
【
一
九
六
六
b
H
(下
)
]

に
よ
司
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
田
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
は
、
小
室
【
一
九
六

九
a]
【
一
九
六
九
b
]
に
よ
三
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。

』三
託金
d
-
r
ま
さ
ら一

--f
'一
き
-t町
}↑

.--:;:-.... _.， 

'
'oz

・-・3
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(
ロ
〉
た
と
え
ば
、
雪
氷
【
一
九
七
一
h

(

下〉町内
l
m
m
]
[
一
九
七
=
日
間
、
町
]
[
一
九

七
三
二
凶
f
]
【
一
九
七
五
日
間
引
]
な
ど
に
お
い
て
、

富
永
は
、
こ
の
立
場
に
い
た
っ

て
い
る
。
ま
た
、
吉
田
[
一
九
七
四
b
n
m
f
]
で
は
、
「
許
容
原
理
」
と
「
構
造
制

御
情
報
」
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
よ
っ
て
、
向
後
の
立
場
に
た
勺
し
た
と
い
え
る
。

以
上
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
構
造
l

機
能
分
析
の
展
開
と
中
心
的
主
張
と
に

つ
い
て
、
概
観
し
た
こ
と
に
な
る
。

構

造
l

機
能
理
論
の
批
判
へ

本
節
で
は
、
ま
ず
、
前
節
で
明
ら
か
と
な
っ
た
構
造
l

機
能
分
析
の
基
本
的
な

発
想
を
骨
格
に
し
て
、
構
造
1

機
能
理
論
を
定
式
化
す
る
。
つ
い
で
、
わ
れ
わ
れ

の
批
判
的
な
作
業
の
諸
規
準
を
明
ら
か
に
す
る
。

機造ー機能理論の骨格

機1
ifi 日言E7
f西一一一下一一ー

i トーオE互連関による決定

Lーー-一一世竺とJ

図 1

以
上

ωiω
を
骨
格
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
構
造
機
能
理
論
に
、
厳
密
な
数

学
的
表
現
を
与
え
た
。
こ
れ
ま
で
宋
解
決
の
部
分
に
対
し
て
は
、
な
る
べ
く
構

造
!
機
能
分
析
の
立
場
に
有
利
な
よ
う
に
、
理
想
化
し
て
あ
る

B
Y
前
節
で
抽

出
し
た
主
張
か
ら
、
こ
の
定
式
化
が
い
か
に
え
ら
れ
る
か
、
の
弁
証
に
は
、
詳
細

な
議
論
が
必
要
な
の
で
、
別
に
発
表
の
予
定
で
あ
る
。

(
凶
〉
小
{呈
の
一
連
の
論
考

ハ
[
一
九
六
六
]
t
〔
一
九
七
四
】
〉
は
、
こ
の
先
駆
的
な
試

み
・
と
い
え
-
Q
。

構
造
l

援
能
理
論
は
、
最
も

一
般
的
で
強
力
な
、
援
能
主
義
の
社
会
理
論
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、

ωど
ん
な
社
会
体
系
に
も
適
用
で
き
て
、

ω一
般
に
複

数
の
機
能
要
件
を
も
っ
説
明
の
モ
デ
ル
を
た
て
、
…
山
社
会
体
系
の
状
態
を
も
構
造

変
動
を
も
説
明
す
る
(
静
学
・

動
学
の
一
向
一
聞
を
あ
わ
せ
も
つ
〉
。

批
判
の
諸
規
準

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
構
造
1

機
能
理
論
を
批
判
的
に
検
討
し
、
経
験
科
学
の
理

論
に
ふ
さ
わ
し
い
諸
規
準
を
み
た
し
て
い
る
か
否
か
を
考
え
た
い
。
そ
こ
で
つ
ぎ

に
、
こ
の
誇
規
準
を
掲
げ
よ
う
。

科
学
論
的
な
検
討
の
諸
規
準
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
整
理
に
よ
れ
ば
、

ω
ー

ω一
義
一位、

ω無
矛
盾
性
、

ω決
定
性
、

間

ー

ω一
般
性
、

ω有
意
味
性
、

閉
経
験
的
な
妥
当
性
、

凶
説
明
の
有
効
性
、

朗
代
替
理
論
に
対
す
る
優
位
性
(
簡
潔
性
〉
、

な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、

理
論
が
そ
の
名
に
値
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
っ
て
、

ど
れ
か

書彊

-E
蜜

-am

霊
事動
車一

構
造
1
機
能
理
論
の
定
式
化

構
造
1

機
能
分
析
の
、
今
日
も
っ
と
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
主
張
は
、
次
の

4

点
に
ま
と
め
ら
れ
る
日

ω
社
会
構
造
が
社
会
状
態
を
決
定
す
る
。

聞
社
会
変
動
と
は
、
社
会
構
造
の
変
動
で
あ
る
。

問
機
能
要
件
は
、
社
会
状
態
を
機
能
評
価
す
る
。

ω
機
能
要
件
が
社
会
構
造
を
制
御
す
る
。

こ
れ
ら
を
順
に
確
認
し
よ
う
。

ωの
「
決
定
」
の
仕
方
は
、
相
互
連
関
分
析
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
い
る
。
社
会

構
造
と
は
、
社
会
状
態
を
定
め
る
「
連
立
方
程
式
の
組
」
に
相
当
す
る

(ι
小
室

[
一
九
七
四
日
目
]
)
。
こ
の
い
み
で
、
構
造
1

機
能
理
論
は
、
相
互
連
関
分
析
を

そ
の
下
位
部
門
と
し
て
含
ん
で
い
る
。

ωは
、
富
永
[
一
九
六
五
日
郷
]
が
明
示
的
に
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
構

造
l

機
能
理
論
が
ど
の
よ
う
な
社
会
変
動
を
説
明
す
る
の
か
を
、
特
定
し
て
い

る。
聞
は
、
機
能
要
件
を
説
明
要
因
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
機
能
要
件

は
、
仮
設
構
成
体
会
可
恒
三

z
z
s
-
g
g可
5
C
で
あ
っ
て
、
社
会
状
態
を
機

能
評
価
す
る
評
価
関
数
で
あ
る

av、
と
の
べ
て
い
る
。

(
路
)
こ
れ
と
川
と
に
よ
り
、
機
能
要
件
は
、
社
会
構
造
を
も
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
な

噌
也
。
ωは
、
機
能
要
件
の
値
(
充
足
度
)
が
社
会
構
造
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
を
い
っ
て
い
る
〈
d

F

2
可
[
呂
町
N
H
S
]
)
。
こ
の
仮
説
的
主
張
を
、
構
造
l

機
能
理
論
の
構
造
変
動
仮
説
(
印
可
E
n
Z
円
と
円
一g
口
問
。

ε唱
三
宮
2
6
と
い
う
s

以
上
の
要
点
を
み
や
す
く
示
せ
ば
、
図
ー
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

が
満
た
さ
れ
な
い
と
重
大
な
不
都
合
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
、
問
は
、
理
論
の
予

測
が
経
験
と
合
致
す
る
(
反
証
さ
れ
な
い
)
こ
と
を
い
う
。
こ
の
規
準
は
周
知
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が

ω、
聞
と
組
み
あ
わ
さ
れ
な
い
と
、
反
証
主
義
(
岡
田
町
一
・

2gCOD-日
ヨ
)
の
枠
組
み
を
有
効
に
働
か
せ
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
凶
、
同
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
な
か
っ
た
規
準
で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
規
準
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
も
、
近
く
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
す

る
。

構

造
i

楼
能
理
論
の
問
題
群

前
節
で
あ
た
え
た
構
造
l

機
能
理
論
と
、
批
判
の
諸
規
準
と
を
つ
き
あ
わ
せ
る

と
、
構
造
l

機
能
分
析
を
と
り
ま
く
理
論
上
の
問
題
が
あ
き
ら
か
と
な
る
3

こ
れ

ら
の
問
題
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
か
ん
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
否
定
的
な
結

論
を
え
て
い
る
。
こ
の
節
で
は
、
そ
れ
ら
の
結
論
の
紹
介
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
問

題
の
配
置
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

¥

構
造
l

機
能
理
論
の
諸
問
題
は
、
大
き
く
ニ
系
統
に
整
理
で
き
る
。
第

一は、

複
数
の
機
能
要
件
(
機
能
評
価
)
の
存
在
を
仮
定
す
る
こ
と
に
と
も
な
う
問
題
群

で
あ
り
、
第
二
は
、
構
造
変
動
仮
説
に
か
か
わ
り
、
機
能
要
件
に
よ
っ
て
社
会
構

造
の
変
動
を
説
明
す
る
こ
と
に
と
も
な
う
問
題
群
で
あ
る
。
順
に
説
明
し
よ
う
。

複
機
能
要
件
問
題

第

一
の
問
題
群
を
複
機
能
要
件
問
題
と
よ
ぶ
。
こ
れ
は
、

，
複
数
の
機
能
要
件
を
仮
説
す
る
な
ら
ば
、
一
般
に
各
機
能
要
件
の
与
え
る
機

能
評
価
は
く
い
ち
が
う
。
こ
れ
を
理
論
内
部
で
ど
う
統
合
す
る
か
3

4

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

土台........ 語
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機
能
要
件
合
成
問
題

「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
」

市
巴
)
一

-
T

一

一

一

モ

一

-

一

〉

一

成

一

…

一

、

ノ

一

合
一

…

一

一

成

一

-

件

件

一

…

一

一

合

一

一

要

要

-

"

f

|

|

止
一
院
き
一

-L

佐

能

一

・

¥
1
1
4
一

要

続

寸

」

機

機

一

“

一

一

能

手

一

一

ム

ロ

一

1

|

|

十

|

」

一

一

緩

め
一
一

総

即
二
機
能
妄
件
2

二

く

一

刊

一

一一

機
能
要
件
1

一

一

一

一

一

「
|
|
川
川
川
川
ハ
い
l
I
l
l
1
1
1
1
1」

F
I
l
l
i
t
-
-
t
i
-
-
)

機
能
要
件
の
概
念
は
、
吉
田

・
小
室
ら
の
貢
献
に
よ
り
彫
琢
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
本
質
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
一
個
の
機
能
要
件
を
仮
設
す
る
こ
と
は
、
社
会

状
態
の
集
合
を
定
義
域
と
す
る
線
型
順
序
を
も
っ
た
機
能
評
価
関
数
を
仮
設
す
る

こ
と
に
ひ
と
し
い

ay
と
こ
ろ
で
、
社
会
シ
ス
テ
ム
は
十
分
に
複
雑
で
あ
っ
て
、

複
数
の
機
能
的
要
請
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
と
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
機

能
理
論
家
は
考
え
て
き
た
〉
。
そ
こ
で
、
自
然
な
発
想
と
し
て
、
複
数
の
機
能
要

件
(
機
能
評
価
)
を
一
般
に
仮
設
す
る
。

(
初
)
こ
の
こ
と
は
、
社
会
状
態
の
集
合
に
弱
順
序
を
、
そ
れ
ゆ
え
社
会
構
造
の
集
合
に

も
弱
順
亭
乞
仮
設
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
志
田
[
一九
八
O
h
m
f
]
[
一
九
八
二
日

目
f
]
を
参
照
。

複
数
の
目
的
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
、

一
般
に
は
困
難
で
あ
る
(
志
水

社
会
的
選
択
理
論
に
お
け
る
、

EM--t〈
の
「
一
般
不
可
能
性
定
理
」
を
用
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
帰
結
は
導
出
さ
れ
る
。
凶
構
造
l

機
能
理
論
に
お
い
て

は
、
機
能
要
件
の
仮
設
は
、
社
会
状
態
空
間
に
お
い
て
弱
順
序
が
定
義
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
等
し
い
ョ

問
そ
れ
な
ら
ば
、
機
能
要
件
合
成
問
題
は
、
弱
順
序
の
'沼
か

ら
一
個
の
弱
順
序
を
合
成
す
る
一
一
寸
続
き
が
存
在
す
る
か
、
と
い
う
数
学
的
な
問
題

に
な
る
ご
切
こ
の
手
続
き
は
、
さ
さ
に
あ
げ
た
諾
鋭
準
に
抵
位
す
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
凶
と
こ
ろ
が
、
〉
コ
-
O
Z
の
定
理
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
手
続
き

、』，、
3
ノ

は
存
在
し
な
い
(
規
準
ω
ー
一
u一、…

m
x
g。
複
機
能
要
件
問
題
は
、
機
能
要
件
合

'
S
E

、

f
‘、

成
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
は
解
決
で
き
な
い
の
で
あ
る
(
士
山
田
[
一
九
八

O
]
)
8
y

(
押
一
)
〉
2
0垣
【
】
唱
団
u
n
一
九
七
六
日
第
八
章
]
の
定
担
一
は
ふ
つ
・
っ
、
諸
個
人
の
選
好
か

ら
社
会
の
厚
生
判
断
を
み
ち
び
く
こ
と
ば
で
き
な
い
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

内
実
を
検
討
す
れ
ば
た
だ
ち
に
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
、
こ
の
定
理
は
「
あ
る
条
件
の

も
と
で
、
弱
順
序
の
組
に
弱
順
序
を
対
応
さ
せ
る
関
数
が
存
在
し
え
な
い
」
と
主
張
し

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
機
能
要
件
合
成
問
題
と
、
数
学
的
に
は
全
く
同

一
の
形
式
を
も
っ

て
い
る
会
芯
回

【
一
九
八
O
H
m
]
)
。
ま
た
、
〉
コ
O
耳
が
個
人
の
選
好
を
合
成
す
る

と
き
に
賦
課
し
た
条
件
は
、
す
べ
て
複
機
能
要
件
モ
デ
ル
の
前
提
と
科
学
論
的
諸
規
準

と
の
中
に
同
値
な
も
の
が
発
見
で
き
る
(
志
田

[
一
九
八
0
・
m
f
])
。
け
っ
き
よ
く

わ
れ
わ
れ
は
〉
口
。
者
の
結
論
に
従
う
し
か
な
く
な
る
。

(
幻
)
〉
『
円
。
垣
の
{
疋
理
を
さ
さ
え
る
前
提
を
「
緩
和
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
能
要

件
合
成
問
題
を
解
決
す
る
試
み
も
考
え
う
る
。
し
か
し
、
社
会
学
の
文
脈
に
お
い
て
、

そ
の
結
果
は
か
ん
ば
し
い
も
の
で
ば
な
い
会
心
回
【
一
九
八
二
]
)
。
ま
た
、
類
似
の
試

み
と
し
て
、
「
中
範
密
」
の
機
能
芝
論
を
つ
み
あ
げ
て
、
総
合
禄
能
要
件
を
構
成
す
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
同
様
に
否
定
的
な
帰
結
が
与
え
ら
れ
て
い

る
(
田
代
〔

一九
八
三
]
)
。

概
造
分
化
モ
デ
ル
と
は
、
ω
社
会
シ
ス
テ
ム
に
仮
設
さ
れ
た
n
個
の
機
能
要
件

[
一
九
八
一
一
日
幻
]
〉
3

と
こ
ろ
が
、

機
能
理
論
家
は
、
複
数
の
機
能
要
件
を
モ
デ

ル
に
仮
設
し
な
が
ら
、
こ
の
函
難
を
無
視
し
て
き
た
。
無
視
し
な
い
ま
で
も
、
具

体
的
に
こ
の
困
難
を
解
消
す
る
方
策
を
こ
う
じ
て
は
い
な
い
(
た
と
え
ば
、
小
室

[
一
九
六
九
h

m

]

)

。

複
数
の
機
能
要
件
を
仮
設
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
構
造
分
化
モ
デ
ル
、
機
能
要

件
合
成
モ
デ
ル
、
複
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
の
三
つ
が
、
こ
れ
ま
で
提
案
さ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
に
も
、
そ
の
成
立
可
能
性
を
疑
わ
せ
る
深
刻
な
問

題
が
存
在
す
る
。
機
能
要
件
合
成
モ
デ
ル
を
例
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
示
そ
う
。

機
能
要
件
合
成
モ
デ
ル
と
は
、
ω
社
会
シ
ス
テ
ム
に
は
並
立
す
る
n
個
(
n
は

2
以
上
の
定
数
〉
の
機
龍
要
件
を
仮
設
し
て
、
ω
n
個
の
機
能
評
価
を
合
成
し
て

一
個
の
総
合
評
価
(
総
合
機
能
要
件
〉
を
与
え
、
そ
れ
が
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
造

を
制
御
す
る
(
巴
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
a

機
能
要
件
が
い
く
つ
あ
ろ
う
と
も
、

社
会
構
造
は
事
後
的
に
は
一
義
的
に
定
ま
っ
て
い
る
3

ば
ら
ば
ら
の
n
個
の
機
能

評
価
か
ら
、
一
義
的
な
シ
ス
テ
ム
の
挙
動
を
み
ち
び
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
モ
デ

ル
は
図
2
に
示
さ
れ
る
。

(
幻
)
こ
の
モ
デ
ル
を
は
じ
め
て
明
際
に
定
式
化
し
た
の
は
わ
れ
わ
れ
で
あ
る
(
志
田

[
一
九
七
九
]
)
。
し
か
し
、
暗
黙
の
う
ち
に

「
合
成
」
を
モ
デ
ル
に
と
り
入
こ
ん
で
き

た
機
能
理
論
家
も
多
い
(
た
と
え
ば
吉
田
[
一
九
七
四
日
加
]
)
。
ま
た
、
こ
の
モ
デ
ル

は
、
社
会
指
標
論
や
社
会
計
画
論
の
か
く
れ
た
主
題
で
も
あ
る
〈
富
永一

[
一
九
七
三
日

白

f
]
)
。

さ
て
こ
こ
で
、
複
数
の
機
能
要
件
か
ら
総
合
機
能
要
件
を
合
成
す
る
適
切
な
手

続
き
が
存
在
す
る
か
、
こ
れ
が
機
能
要
件
合
成
問
題
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
え
た
帰
結
は
否
定
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
手
続
き

は
存
在
し
な
い
3

そ
れ
ゆ
え
機
能
一
妄
件
合
成
モ
デ
ル
は
不
可
能
で
あ
る
。

に
応
じ
て
、
n
個
の
社
会
構
造
を
分
化
さ
せ
、
山
そ
れ
ぞ
れ
の
・
構
造
は
対
応
す
る

機
能
一
安
件
に
よ
っ
て
、
そ
の
充
足
の
た
め
に
制
御
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

パ
l
ソ
ン
ズ
の

A
G
I
L
図
式

(
2
5
2
5
b
ω
E己
完
『
コ

8
2
)
は
、
構
造

分
化
モ
デ
ル
を
と
る
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

A
G
I
L
図
式
は
、
構
造
分
化
モ
デ

ル
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
下
位
シ
ス
テ
ム
聞
の
境
界
相
互
交
換
の
仮
説

を
も
と
リ
こ
ん
で
い
る
3

こ
の
ニ
系
統
の
仮
設
が
両
立
し
が
た
い
こ
と
は
、
容
易

に
示
し
う
る
。
両
者
が
独
立
の
前
提
と
し
て
図
式
に
と
り
こ
ま
れ
て
い
る
な
ら

ば
、
過
剰
決
定
的

(
C
2
E四
円
四
ヨ
ニ
ロ
吉
田
円
)
な
状
態
を
み
ち
び
く
か
ら
で
あ
る
(
恒

、，J

松
他
[
一
九
八
一
一
日
日
]
)
。
こ
れ
は
、
決
定
性
の
規
準
(
ω
|
一
川
)
に
抵
触
す

f
‘、

る
3

ま
た
、
構
造
分
化
モ
デ
ル
の
み
を
主
張
し
た
と
し
て
も
、
不
都
合
が
生
じ
う

る
。
複
数
の
機
能
要
件
を
全
体
と
し
て
よ
り
よ
く
充
足
す
る
よ
う
に
、
分
化
し
た

構
造
が
挙
動
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
、
す
べ
て
の
機
能
要
件
の
充

足
度
か
低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ハ

ga
こ
れ
は
、
¥
構
造
分
化
モ
デ
ル
に
た

い
す
る
重
要
な
反
例
で
あ
る
。

(
M
)
ゲ
|
ム
理
論
で
い
う
、
「
囚
人
の
デ
ィ
レ
ム
マ
」
状
況
で
あ
る
。
志
田
【
一
九
八

四
]
を
参
照
の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
ゲ
l
ム
理
論
が
適
用
で
き
る
の
は
、
構
造
分

化
モ
デ
ル
の
数
字
的
な
定
式
が
同
一
の
た
め
で
あ
る
。

複
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
と
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
内
部
に
、
そ
れ
自
体
で
機

能
的
な
シ
ス
テ
玖
・
を
含
ん
で
い
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。

全
体
シ
ス
テ
ム
、
下
位
シ
ス
テ
ム
そ
れ
ぞ
れ
が
す
べ
で
固
有
の
機
能
要
件
を
も

っ
と
考
え
れ
ば
、
単
純
の
た
め
に
各
シ
ス
テ
ム
に
一
個
の
機
能
要
件
し
か
仮
設
し

な
く
と
も
、
モ
デ
ル
に
複
数
の
機
能
要
件
を
仮
設
し
た
こ
と
に
な
る
c

こ
こ
で

は
、
上
位
|
下
位
、
あ
る
い
は
並
立
す
る
シ
ス
テ
ム
の
機
能
要
件
が
、
い
か
な
る
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関
係
に
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
を
、
複
シ
ス

テ
ム
問
題
と
よ
ぶ
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
十
分
に
解
明
し
て
い
な
い
が
、
基
本
的
に

は
複
機
能
要
件
問
題
に
還
元
で
き
る
と
予
想
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
る
と
、
従
来
構
造
1

機
能
分
析
で
自
明
祝
さ
れ
て
き
た

重
要
な
ア
イ
デ
ア
が
、
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
理
解
さ
れ
よ
う
。

構
造
変
動
仮
説
を
め
ぐ
否
誇
問
題

機
能
主
義
の
理
論
は
、
機
能
要
件
を
仮
設
す
る
の
に
と
も
な
っ
て
、
，
機
能
要

件
が
充
足
さ
れ
る
/
さ
れ
な
い
8

(

前
提
〉
に
応
じ
て
、

w
何
ら
か
の
事
態
が
生
起

す
る
/
し
な
い
d

こ
と
(
帰
結
)
を
予
測
・
言
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

2
y
こ

れ
を
、
機
能
論
的
言
明
と
い
う
。
機
能
論
的
言
明
が
経
験
的
な
事
実
と
合
致
す
る

こ
と
は
、
機
能
主
義
の
淫
論
の
必
要
条
件
(
の
ひ
と
つ
)
で
あ
る
(
規
準

ω)。

(
お
〉
も
し
も
、
い
か
な
る
帰
結
も
言
明
し
な
い
と
す
れ
ば
、
機
能
要
件
を
仮
説
す
る
い

み
が
な
く
な
三
、
し
ま
う
。

で
は
、
機
能
の
充
足
/
不
充
足
に
応
じ
て
、
い
か
な
る
事
態
が
生
起
す
る
と
考

え
る
べ
き
か
ヨ
構
造
1

機
能
理
論
の
枠
組
み
(
こ
と
に
構
造
、
機
能
の
定
義
)

か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
構
造
の
変
動
で
あ
る
、
と
考
え
る
し
か
な
い
。
こ
う
し

て
、
機
能
要
件
は
、
構
造
変
動
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
を
説
明
す
べ
き
位
置
に
た

つ
詰
)
。
機
能
の
不
充
足
は
、
構
造
変
動
を
帰
結
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
早
く
は

戸
口
〈
可
[
】
巴
m
N
H
E
N
〕
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
一
九
六

0
年
代
に
は
、
吉
田
、
小
室
に

よ
っ
て
制
御
論
的
に
書
き
改
め
ら
れ
た
(
定
式
削
)
。

(
お
)
】
M
E-M0
5
は
、
体
系
の
均
衡
が
前
提
H

条
件
で
あ
る
と
理
解
し
な
か
っ
た
の
で
、

機
能
要
件
を
動
態
分
析
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
変
動
総
を
、
進
化

稔
的
に
構
成
す
る
叫
桔
果
と
な
る

Q
R
E
E
D
g
E
]
)
。

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
論
法
令
2
8コ
ヨ
巴
を
確
立
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
。

①
か
り
に
①
、
②
を
切
り
抜
け
た
と
し
て
も
、
代
替
理
論
に
劣
る
可
能
性
が
あ
る

〈
規
準
則
〉
a

趨
勢
命
題
は
一
般
に
、
機
能
要
件
を
仮
設
し
な
い
で
も
、
よ
り
単
純

な
、
外
挿
法
か
ら
導
け
る
。
|
|
こ
れ
ら
の
難
点
を
考
え
る
な
ら
、
趨
勢
命
題
を

も
っ
て
機
能
主
義
の
構
造
変
動
仮
説
を
代
表
さ
せ
る
に
は
、
問
題
が
あ
る
と
言
え

よ
う

(
ぱ
橋
爪
{
一
九
八
三
]
)
乙

可
変
許
容
域
説
会
E白
g
r
z
s
n
n吊
℃

zv-n
己
EE--Mニ
ミ
間
百
円
E
m
u
-u
〉
と
は
、
構

造
変
動
の
原
因
を
、
機
能
要
件
の
充
足
に
か
か
わ
る
許
容
水
準
の
変
動
に
も
と
め

る
タ
イ
プ
の
構
造
変
動
仮
設
、
を
い
う
。

構
造
1

機
能
理
論
の
枠
組
み
で
は
、
機
能
要
件
が
充
足
さ
れ
る
限
り
、
構
造
は

変
動
し
な
い
。
だ
か
ら
も
し
も
、
構
造
が
変
動
す
る
な
ら
、
か
な
ら
ず
機
能
要
件

が
不
充
足
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
吉
田
は
、
機
能
要
件
の
(
不
)
充
足
状

態
を
、
(
非
)
許
容
と
よ
ん
だ
。
許
容
/
非
許
容
は
、
機
能
評
価
の
空
間
を
二
分

す
る
が
、
そ
の
境
界
が
許
容
水
準
で
あ
る
。
こ
こ
で
吉
田
は
、
許
容
水
準

(
し
た

が
っ
て
許
容
域
〉
が
変
化
し
う
る
と
考
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
連
の
構
造
変
動
を

説
明
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
許
容
水
準
が
つ
ぎ
つ
ぎ
(
上
昇
的
に
)
変
化

す
れ
ば
、
そ
の
つ
ど
機
能
要
件
の
不
充
足
が
う
ま
れ
、

一
系
列
の
構
造
変
動
が
帰

結
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
(
以
上
、
た
と
・
え
ば
吉
田
[
一
九
七
回

b
H
m
l
m
]
を
参
照
)
a

こ
の
説
の
最
大
の
難
点
は
、
説
明
要
因
(
一
系
列
の
許
容
水
準
の
変
動
)
と
被

説
明
要
因
(
一
系
列
の
構
造
変
動
)
と
の
あ
い
だ
の
関
係
が
、
科
学
論
的
な
規
準

を
み
た
さ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
c

実
際
、
そ
の
説
明
の
論
理
構
成
を
仔
細
に
吟
味

し
て
み
る
と
、
同
語
反
復
の
誤
謬
を
指
摘
で
き
る
(
規
準
叫
)
(
橋
爪
[
一
九
八

三
}

)

2

冨

-
a
E竃
書
霊
一温
室
霊
園
議
事
語
書
蚕
嘉
義

つ
ぎ
に
な
す
べ
き
は
、
い
か
な
る
構
造
変
動
が
生
ず
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
構
造
変
動
仮
説
の
提
出
で
あ
る
(
U
Y

す
な
わ
ち
、
模
造
l

機
能
理
論

は
、
つ
ぎ
の
構
造
変
動
問
題
に
直
面
し
て
い
る
日

P

機
能
要
件
を
所
与
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
、
社
会
構
造
の
変
動
の

法
則
性
を
導
出
す
る
か
?
4

こ
の
問
題
へ
の
回
答
は
、
と
く
に
わ
が
匿
の
論
者
に
よ
っ
て
思
索
さ
れ
て
き

た
。(幻〉

情
造
変
動
仮
説
(
切
丹
E
n
z
z
-
n
r
g向。

Z
3円
F
2
2
)

と
は
、

機
能
要
件
と
社

会
構
造
の
一
定
の
変
動
と
を
結
び
つ
け
る
仮
説
的
言
明
の
総
体
で
あ
る
。

構
造
変
動
仮
説
に
は
、
具
体
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
タ
イ
プ
が
あ
り
う
る
。
こ
れ

ま
で
提
案
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
そ
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の

う
ち
、

-a
趨
勢
命
題
」
と

-可
変
許
容
域
説
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
検
討
し
よ
う
。

つ
い
で
、
わ
れ
わ
れ
の
一

般
的
結
論
、
す
な
わ
ち
、
構
造
1

機
能
理
論
は
構
造
変

動
問
題
を
解
決
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
の
ベ
る
3

一
定
の
変
化
の
趨
勢
公
『
ロ
ロ
己
)
が
今
後
も
こ
の
ま
ま
持
続
す
る
、
と
主
張
す
る

タ
イ
プ
の
構
造
変
動
仮
説
を
、
趨
勢
命
題
と
よ
ぶ
。
富
永
[
一
九
六
五
]
の
議
論

は
、
こ
の
典
型
で
あ
る

(mv

(
犯
)
た
だ
し
、
富
永
【
一
九
六
五
]
で
は
、

機
能
要
件
と
変
化
の
趨
勢
と
の
結
び
つ
き

が
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
権
造
l

機
能
分
析
の
変
動
理
論
で
あ
る
と
は
言

い
に
く
い。

構
造
1

機
能
理
論
に
た
っ
て
趨
勢
命
題
を
導
こ
う
と
す
る
と
、
い
く
つ
も
の
難

点
に
推
定
着
す
る
。
①
機
能
要
件
を
複
数
た
て
た
場
合
に
は
、
「
変
化
の
趨
勢
」
を

あ
ら
わ
す
は
ず
の
方
向
を

一
義
的
に
指
定
で
き
な
く
な
る
。
②

(
1
個
の
)
機
能

要
件
(
前
提
)
か
ら
、
一
系
列
の
構
造
変
動
(
帰
結
〉
を
演
鐸
的
に
導
出
し
な
け

(
こ
の
ほ
か
に
、
構
造
変
動
仮
説
と
し
て
は
、
「
比
較
静
学
(
円
。
ョ

-
5
3
z
s

凹

g
z
g
)」
の
可
能
性
も
あ
る
ハ
小
室
[
一
九
六
六
b
H
(
上〉

9
]
〉
が
、
こ
れ
は
、

機
能
要
件
の
仮
設
に
依
存
し
な
い

こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
〉
。

構
造
l

機
能
理
論
の
あ
り
う
べ
き
構
造
変
動
仮
説
を
一
般
に
検
討
す
る
方
法

は
、
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
?
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
、

w
社
会
構
造
の
集
合
の
直

積
空
間
上
の
関
数

(
H
構
造
変
動
法
制
)
の
存
在
可
能
性
'
の
問
題
と
し
て
、
形

式
的
に
と
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
(
恒
松
他
[
一
九
八
二

x
n
y
こ
の
検
討
が

明
ら
か
に
す
る
の
は
、
ま
た
し
て
も
否
定
的
な
結
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
構

造
機
能
理
論
が
科
学
論
的
な
批
判
に
た
え
う
る
か
た
ち
で
構
造
変
動
法
則
を
導

出
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。

(
鈎
〉
こ
の
方
向
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
小
室
【

一
九
六
六
b
]

で
あ
る
。

彼
の
構
造
l

機
能
理
絵
は
、
構
造
変
動
仮
説
に
特
定
の
内
容
を
与
え
な
い
、
一
般
的
な

社
会
変
動
関
数
を
考
え
る
(
小
室
【
一
九
七
回
目
別
]
)
。
こ
の
定
式
化
は
特
定
の
仮
設

に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
種
造
変
動
仮
説
一
般
を
検
討
し
よ
う
と
し
h
点
で
、

貧
重
で
あ

'争。

わ
れ
わ
れ
の
論
証
の
あ
ら
ま
し
を
の
ベ
ょ
う
。
(
前
項
で
み
た
よ
う
に
、
複
数

の
機
能
要
件
を
仮
設
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
う
の
で
、
以
下
で
は
単
一

の
機
能
要
件
を
仮
定
し
て
お
く
)
。
問
題
は
、
構
造
変
動
法
則
を
導
出
す
る
た
め

に
、
機
能
要
件
(
順
序
構
造
)
の
仮
設
が
有
用
・
適
切
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
ま

ず
、
機
能
要
件
を
仮
設
す
る
だ
け
で
は
、
構
造
変
動
を
導
く
の
に
十
分
で
な
い
こ

と
が
指
摘
で
き
る
(
恒
松
他
[
一
九
八
一
日
間

f
u。
機
能
要
件
と
は
別
に
、
何

ら
か
の
追
加
仮
説
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
説
明
要
因
を
組
み

合
わ
せ
る
と
、
機
能
要
件
を
追
加
仮
説
か
ら
独
立
に
反
証
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
の
み
な
ら
ず
、
説
明
力
は
主
に
こ
の
追
加
仮
説
に
由
来
す
る
こ
と
も
、
明
ら

喧
四
誕
薯
掴
清
酒
辺
諸
ヨ
ヰ
ヲ
一v
，

J
4

一一-一割話一一引

マ一一

二言ュ ，
4 
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か
と
な
る
3

要
す
る
に
、
機
能
要
件
の
仮
設
は
、
構
造
変
動
法
則
を
導
く
の
に
、

十
分
で
も
、
ま
た
必
要
で
も
な
い
c

こ
の
結
論
に
て
ら
す
な
ら
ば
、
構
造

1
機
磁
理
論
よ
り
は
柁
互
連
関
分
析
の
ほ

う
が
、
つ
ね
に
す
ぐ
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
ご
構
造
l
機
能
理
論
に
主
張
で
き

る
こ
と
は
す
ベ
て
、
相
互
連
関
分
析
の
枠
組
み
で
も
主
張
で
き
る
。
し
か
も
、
後

者
は
、
機
能
要
件
を
仮
設
し
な
い
分
だ
け
、
簡
潔
で
あ
る
か
ら
ハ
規
準
伺
〉
。

結

語

本
稿
の
内
容
は
つ
ぎ
の
二
点
に
要
約
で
き
る
。

ω
わ
が
国
に
お
い
て
、
構
造
l
機
経
分
析
は
独
自
の
発
展
を
と
げ
た
。
そ
の

結
果
、
「
機
能
要
件
が
社
会
構
造
を
制
御
す
る
」
こ
と
が
、
構
造
l
機
能
分

析
理
解
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る
雪
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
構
造
l
機

能
理
論
へ
と
定
式
化
し
た
。
こ
れ
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
整
合
性
会
』
高
め
た

「
最
も
有
望
一
な
構
造
1
機
能
分
析
の
定
式
化
で
あ
る
3

し
か
し
な
が
ら
、

山
科
学
論
的
続
準
に
照
ら
す
と
、
構
造

1
後
能
芝
論
に
さ
え
、
以
下
の
問
題

の
存
在
一
す
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
c

刷
複
数
の
機
能
要
件
を
仮
説
す
る

こ
と
に
と
も
な
う
問
題
、
お
よ
び
、
同
社
会
構
造
の
変
動
法
則
を
導
出
す
る

さ
い
に
生
じ
る
問
題
、
の
二
点
で
あ
る
匂
こ
の

こ
点
に
か
ん
し
て
、
わ
れ
わ

れ
は
、
解
決
不
可
能
な
難
点
ゃ
、
あ
る
い
は
い
ま
だ
に
解
決
を
与
え
ら
れ
て

い
な
い
疑
問
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
3

こ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
構
造
t

機
能
分
析
の
不
可
能
性
会
5
3
E
E
-
-
ζ
〉

を
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る

ay

(
ね
)
こ
の
結
論
が
、
構
造
1
機
能
分
析
に
た
い
す
る
全
否
定
で
あ
る
と
勘
違
い
し
て
は

-ι・ur-iレ・4胞に
.....;...;;1必中見呑仁商事指)....... 一一

圃
望
書
語
塾
諸
事
事
調
選
議
1-A
3
2伴
内

-

と
を
理
由
に
し
て
批
判
を
か
わ
そ
う
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
挨
討
は
そ
う
し
た
言
い
分
が

理
由
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
理
論
は
説
明
の
た
め
の
モ
デ
ル
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
設
明
の
た
め
の
モ
ヂ
ル
は
、
一
連
の
科
学
論
的

規
準
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
機
能
理
論
の
発
想
に
よ
ろ
う
と

も
、
別
の
発
想
に
よ
ろ
う
と
も
、
理
論
モ
ヂ
ル
を
構
成
す
る
さ
い
に
必
須
の
こ
と
で
あ

る
。
モ
ヂ
ル
意
殺
に
敏
感
で
な
い
ま
ま
、
桜
能
理
総
の
発
想
に
固
執
す
る
と
、
こ
こ
で

の
ベ
た
よ
う
な
わ
な
に
は
ま
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

さ
い
ご
に
、
つ
ぎ
の
点
を
注
意
し
て
お
こ
う
。
か
り
に
構
造
1
機
能
分
析
が
、

わ
れ
わ
れ
の
主
張
通
リ
、
全
体
と
し
て
は
成
就
す
る
み
こ
み
の
な
い
試
み
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
構
成
す
る
各
部
分
ま
で
も
が
無
価
値
と

い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
貴
重
な
洞
察
や
量
か
な
成
果
に
み
ち
て
い
る
5

そ
れ
ら
を
掘

D
お
こ
し

て
、
構
造
l
機
龍
分
析
の
資
産
目
録
を
書
き
あ
げ
、
批
判
す
べ
き
点
は
批
判
し
つ

つ
、
議
論
の
着
実
な
継
承
を
は
か
る
こ
と
|
|
こ
れ
こ
そ
、
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
な

す
べ
き
課
題
で
は
な
い
か
。
重
要
な

こ
と
は
、
忘
れ
さ
る
こ
と
で
は
な
い
、
議
論

の
決
着
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。

文
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な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
述
べ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
前
帽
徒
で
あ
る
構
造
l
機
能
理

絵
と
科
学
論
的
規
準
が
両
立
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
ベ
て
結
論
は
前
提
に
依
存
じ
て

い
る
か
ら
、
情
造
1
機
能
分
析
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
別
途
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と

は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

構
造
l
機
能
分
析
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
で
の
よ
う
な
立
場
に

た
て
ば
よ
い
の
か
?
科
学
論
的
規
準
を
す
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
困
難

の
原
因
で
あ
っ
た
機
能
要
件
の
仮
設
を
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
3

こ
う
す
れ
ば
、

構
造
l
機
能
理
論
の
構
成
か
ら
考
え
て
(
8
頁
)
、
理
論
モ
デ
ル
は
相
互
連
関
分

析
に
帰
着
す
る
コ
こ
の
相
互
連
関
分
析
は
、
説
明
の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
変
数

を
定
数
と
し
て
固
定
す
る
、
特
定
の
構
造
を
措
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
構
造
を
所
k
?
と
す
る
特
殊
理
論
と
な
る
。

完
全
な
相
互
連
関
分
析
を
指
向
し
な
が
ら
、
次
善
の
策
と
し
て
構
造
l
機
能
分

析
を
提
出
し
た
E
『
8
5
の
行
き
方
は
、
い
ま
思
え
ば
袋
小
路
に
入
り
こ
む
も

の
で
あ
っ
た
ω

で
は
、
な
ぜ
多
く
の
研
究
者
が
宮
『
g
E
と
も
ど
も
こ
の
袋
小

路
の
中
で
迷
い
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
に
自
を
転
じ
て
み
よ
う
。

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
構
造
l
機
能
分
析
の
「
理
論
家
」
た
ち
の
モ
デ
ル

意
識
の
欠
如
で
あ
る
。
理
論
モ
デ
ル
に
関
す
る
常
識
(
た
と
え
ば
、
そ
れ
が
説
明

の
便
宜
の
た
め
に
構
成
さ
れ
た
仮
説
の
体
系
で
あ
る
こ
と
、
一
定
の
論
理
的
な
操

作
に
よ
っ
て
現
象
の
説
明
が
導
か
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
)
が
、
よ
く

わ
き
ま
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
訂
Y

第
二
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
隣
接
諸
分
野

へ
の
適
切
な
目
配
り
の
欠
如
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
機
能
要
件
の
概
念
を
彫
琢
す

る
揚
合
で
も
、
す
で
に
経
済
学
で
議
論
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
の
理
解
が
あ
れ

ば
、
複
数
の
機
能
要
件
を
仮
設
す
る
こ
と
は
さ
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

(
幻
)
構
造
l
機
能
分
析
を
支
持
す
る
研
究
者
は
、
し
ば
し
ば
そ
れ
が
宋
完
成
で
あ
る
こ
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際
法
社
会
学
の
試

み
|
|
』
勤
草
書
房
。

実
一
九
五
五
「
社
会
学
に
お
け
る
機
能
的
分
析
の
再
吟
味
」
『
社
会
学
研
究
』

九
二
Ulm
-

武
宜
(
編
〉
一
九
七
ニ
『
法
社
会
学
の
基
礎
2
』
(
法
社
会
学
誇
座
4
〉
岩
波
書
底
。

直
樹
一
丸
六
六
a
「
構
造
1
機
能
分
析
と
均
衡
分
析
イ
1
パ
l
ソ
ン
ズ
枠
組
の

発
展
的
再
構
成
へ
む
か
三
、
|
l
」
『
社
会
学
評
議
』
一
六
|
四
(
六
四
)
・

7

氾
。

ヴ

a
l
r
、
司

A

一
九
六
六
b

「
社
会
学
の
一
般
理
絵
構
築
の
試
み
ハ
上
)
(
下
)
」
『
思
想
』

五
O
-八
日

1
l
m
/
五
一
O
H
田山

lm。

江
藤

則
義

震f金
沢

小 JIi
室島

二週
三:

戸
-一e
a
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一
九
六
七
「
構
造
後
能
分
析
の
原
理
|
|
社
会
学
に
お
け
る
一
般
分
析
理

論
構
築
の
準
備
|
|
」
『
社
会
学
評
話』

一
八
l
一
ニ
ハ
七
一
)
H
n
l
初
。

一
九
六
八
/
一
九
六
九
「
社
会
科
学
に
お
け
る
行
動
理
論
の
展
開
l|
社

会
行
動
論
の
位
置
づ
け
と
再
梼
成
の
た
め
の
試
み
l
l
(
上
)
(
中
》
〈
下

ノ
一
)
(
下
ノ

ニ
〉
(
下
ノ
三
〉
」
『
思
想
』
五
二
四
日
1
1
幻
/
五

二
八
日

市

1
凶
/
五
三
一
二
日
m
l
m
/
一
五
三
五
一
m
l
国
/
五
三
七
い
m
f
凶
。

一
九
六
九

a

「
機
能
分
析
の
理
論
と
方
法
|
|
吉
田
理
論
か
ら
の
前
進

|
|
」
『
社
会
学
評
論
』
一
一
O
|
一
〈
七
七
七
6
1
n
。

一
九
六
九
b

「
社
会
体
系
の
一
般
理
論
に
む
か
三
、
」
(
雷
同
必
回
日
本
社
会

学
大
会
テ
1
7
部
会
、
「
理
論
」
部
会
社
会
体
系
論
)
、
『
第
必
回
日
本

社
会
学
会
大
会
報
告
要
旨
』
H
M
1
4
、
日
本
社
会
学
会
。

一
九
七
回
「
構
造
J

機
能
分
析
の
絵
理
と
方
法

」
青
井
(
縞
)
[
一
九
七
四
日

F
D
n
υ
d
。

T
4
a
u
』

一
九
七
O

「パ
l
ソ
ン
ズ
と
「
社
会
秩
序
」
の
問
題
」
『
思
想
』
五
五
六

一

。do
o
o

n
J
-
11
内
ペ
》

F
O
〈
『
・
玄
里
一
o
p
h
』
吋
・

5
印
N
叫
d
b
G
-
己
主
円
安
否
。
¥
旬
R
R
h
』
・
M
M
2
3
n
o
g
a
C
2
・

〈ロコ巴【】『勺『向日ω・

F
o
n
r
宅
OO《
p
o
m
w
三
島
】
由印
E
z
m
c
ヨ
O
問
。
ョ
白
「
r
印
0
3
叫
，
P
ぬ
旬
。
町
宮
』
め
し
司
之
内
書
-
=

同
町
=
h
な
』
f
h
。
h
h
Z
E
~
。
」
「
句
。
E
。
~
。
h
H
叶

44NU
Hω品
l
Hh白血凶・

松
野
達
雄
一
九
五
七
「
パ
|
ソ
ン
ズ
理
論
の
次
元
H
位
相
論
的
理
解
の
試
み
」
『
社
会

学
評
論
』
七
|
一
一
(
一
一
六
Y
U
l
初
。

云
E
.
z
p
河

o
F
O
円
円
】
内
・
巴
品
由
師
。
h
s
h
叫
d
h
E
号
、
ぬ
お
札
匂
2
3
』
旬
h
2
2
E
2
h
吋
。
，

E
b
、
t
h
b
ぬ
の
。
k
m
」
品
h
v
b
h
"
。
記
。
¥
同
，b
E
w
u
、
し
宅
E
-
K
勾
n
E
H
h
q
n
h
f
同
，
y
o

p
o
o
p
自
由
・
I
l
-
-
巴
印
吋

Z
ミ
抱
え
ぬ
民
主
2
・

H

一
九
六
一
森
東
五
百
・

森
好
夫
・
金
沢
実
・
中
島
龍
太
郎
訳
『
社
会
理
論
と
社
会
機
造
』
み
す
ず

書
房
。

厚
東

洋
輔

J 4・ル4レ~
~鉢花見番 (oi~!去〉ー一一喧-

斎
藤

吉
雄

い
て
の
研
究
1
1
(
I
)
(
E
)
』
(
岩
波
現
代
叢
書
)
岩
波
書
底
。

一
九
五
五
「
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
お
け
る
機
能
の
概
念
」
『
社
会
学
研
究
』

'ph・句l-ll内
hu。

4
J

・
d
弘
官

Fhu

一
九
五
五
「
〔
紹
介
〕
『
者
R
E
コ
間
3
3
『
ω
E
円

Z
、
H
，
F
o
o
ミ
0
同
〉
n
e

E
p
r
『
E
B
o
z
-
E
-
2
2
品
目
古
一
一
ω
』
」
『
ソ
シ
才
ロ
ジ
』
四
|
一

(

一

O
)
二泊
1
日。

一
九
五
八
「
文
化
の
機
能
」
福
武
直
(
編
)
『
講
座
社
会
学
』

一
二
H
M
l
邸
、

東
京
大
学
出
版
会
。

一
九
七
九
「
構
造
1
機
能
理
論
の
説
明
形
式
日
方
法
論
的
一
丹
考
」
(
東
京

大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
論
文
)
。

一
九
八
O
「
機
能
理
論
の
説
明
形
式
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ゴ
ス
』
四
日
山
l
m
e

一
九
八
ニ

「
機
能
要
件
と
許
容
域
|
|
2
分
法
的
評
価
の
限
界
|
|
」
『
ソ

シ
オ
ロ
ゴ
ス
』
六
日
目
lm。

一
九
八
四
「
複
後
能
要
件
理
論
の
不
可
能
性
l
l
祷
造
分
化
仮
説
の
場
合

|
|
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ゴ
ス
』
八
日
M四
l問。

一
九
八
二

『
多
目
的
と
緩
争
の
理
論
』
共
立
出
版
。

一
九
五
四
「
社
会
体
系
の
概
念
に
つ
い
て
」
小
松
堅
太
郎
ハ
編
集
代
表
)

『
社
会
学
の
諸
問
題
』
ハ
高
田
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
y
m
側
、
有
斐

閣
。
|
↓
新
明

[
一
九
六
七

日
m
i
響
。

一
九
六
七
『
社
会
学
的
機
能
主
義
』
銭
信
書
房
。

一
九
五
六
「
T
・
パ
1
ソ
ン
ズ
の

『構
造
的
1
機
能
的
」
図
式
の
意
味
」

『
社
会
学
評
給
』
六
|
三
ハ
二
三
)
H
M出
1列。

一
九
五
八
「
社
会
的
行
動
と
社
会
体
系
||
構
造
・
機
能
的
分
析
」
福
武

直
他
言
)
『
講
座
社
会
学
』
一
日
間
』
四
、
東
京
大
学
出
版
会
。

一
九
五
六
「
機
能
的
社
会
理
論
の
展
開
」
『
社
会
学
評

論
-
六
|
四
円
ニ

四
〉
H
n
l
U
。

作
図

啓

志
田

基
与
師

志
水
新
明

清
孝
正
一
定

塩
入

カ

鈴
木

広

】
回
目
白
旬
。
2
b
』
叫
3
-
h
f
g
泊
、
旧
民
主
包
句
。
町
宮
』
句
ご
.NR町
、
去
、
内
~
2
え
ぬ
‘
、
h
E
叫
awk千

hh。""同vroM吋『OOHν『命日目
・

一
九
五
五
『
社
会
体
系
の
概
念
に
つ
い
て
」
『
社
会
学
評
論
』
五
|
三
(
一

九
V
H
2
1
9
.

筒
太
郎
一
九
五
五
/
一
九
五
六
「
マ
|
ト
ン
の
潜
在
的
機
能
|
|
概
念
明
断
化

の
た
め
の
覚
書
|
|
(
上
)
(
下
)
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
四
|
一
(
一
o
y

m
l
M
/
四
l
=
一
(
一
一
一
)
:
f
m
e

ノ
ー
マ
ル
ザ
イ
ア
ン
ス

優
一
九
七
三
「
構
造
I

機
能
分
析
の
展
開
|
|
社
会
学
に
お
け
る
通
常
科
学
へ

の
途
|
|
」
『
思
想
』
五
八
七
一
出
回
。

勝
彦
一
九
五
七
『
社
会
体
系
論
|
|
現
代
社
会
の
基
本
的
課
題
|
|
』
酒
井
書

底。

回
以

E
・問。
コ
P

、
】
〆
-
n
O
R
H
】
也
、目
印
Z
H
，
F
o
-
v
円
。
ω
E
M
門
司
O
ω
』
円
一
0
3
m
コ
己
句
円
。
ω
四

M
O
n
z
。
『
印
『
中

円
。
ヨ
m
z
n
J
「
F
O
O
『
『
E
ω
o
n
z
-
0
8
、
・
=
の
Z
2
5
F

。g円
四
2

除

去。。『0・
4

宅
一
-
F
O
『
仲
間
・
(
向
島
ω
・〉
叫
，
E
S
S
S
P
E
q
H
E
円
札
。
芯
h
n

品
N
i
g
・
2
-
-
o
g
Z
E
-
F
F
F
E
ミ
・
l
l
↓
包
忠
H
U
E
H
M
S
h
w
s
芯
・

~
。
h
R
お
』
叫
a
b
n
。
、
し
宅
~
柏
、
AHS
九
百
九
宮
崎
九
三
。
』
ヌ
N
U
N
-
N
N
ω
一
♂
、
『
一
高
司
旬
。
。

勺『伶師同
・

|
|
|
l
l
】
由
印
H
叫
，
叫
￥
、
』
‘
町
句
鈴
R

勉
訳
『
社
会
体
系
論
』
(
現
代
社
会
学
体
系
M
)
膏
木
金
書
百
庖
。

I
l
l
i
-
-
u
町
田
句
。
2
ミ
昆
嗣
h
h
円
E
v
p
h
h
t
s
h
h
q
し
宅
b
s
h
崎
町
。
韮
』
v
h司
令
た
塁
、
2
4
h
v
Eソ

立
問
、
内
h
-
噌
「
O
P
E
S
-白
色

-
u
一
九
七
一
矢
沢
修
次
郎
訳
『
社
会
類
型

|
|
進
化
と
比
較
|
|
』
(
現
代
社
会
学
入
門
叩
〉
至
誠
堂
。

可
制
耳
目
ロ
日
・
寸
巳
g
z
h
v
印
ヨ
巳
8
3
2巴
-
』
・

同
由
印
由
同
向
。
E
V
2
H
R
N
W
町
民
句
。
円
な
h
H
h
k
A

h
w
h
x
k
h
s
s
h
w
L
『
誌
な
h
E
三
号
制
。
¥
同
町
E
E苦剥
n
b
苦
同
旬
。
ミ
ミ
吋
』
町
内
・

号
、
.
m
o
z
z
o
晶
君
待
問
内
作
間
2
3
三
-
H
一
九
五
八
/
一
九
五
九
富

永
健
一
訳
『
経
済
と
社
会
|
|
経
済
学
理
論
と
社
会
学
理
論
の
統
合
に
つ

森

博

中
島

直
井

西
村

田
原

立
日
和

武高
田木

英
至
良
三

一
九
五
五

。ivlnue

n
4
a
q
 

一
九
八
一
一
一
「
機
能
理
論
は
不
可
能
か

?
」
『
ソ

シ
オ

ロ
ゴ
ス
』
七
日
山
l問。

一
九
五
回
「
理
論
社
会
学
」
早
瀬
利
雄
・
馬
場
明
男
(
編
)
『
現
代
ア
メ
リ

カ
社
会
学
』
日
内
1
問
、
培
風
館
。

一
九
五
五
「
パ
|
ス

ン
ズ
に
お
け
る
構
造
的
機
能
的
分
析
」
『
社
会
学
研

究
』
九
一
1
1
M
.

一
九
七
五
「
社
会
体
系
の
変
動
と
歴
史
分
析
」
田
野
時
(
縞
)
[
一
九
七
五

内
ノ
“

Fhudp

-
内
〆

H'白-、一
w-
‘

。，-
q

L
』

一
九
八
O
「
現
代
社
会
学
と
構
造
機
能
主
義
の
展
開
」
『
季
刊
労
働
法
』
別

冊
六
日
位
l
m
。

(
編
)
一
九
七
五
「
ρ
|
ソ
ン
ズ
の
社
会
理
論
』
誠
信
書
房
。

一
九
八
三
「
中
範
囲
理
論
の

一
般
不
可
能
性
|
|
構
造

機
能
理
論
は
経

験
的
研
究
に
適
用
可
能
か
?
|
」
『
ソ
シ
オ
ロ
ゴ
ス
』
七
日
m
l
m
。

一
九
五
六
「
行
為
空
間
と
位
相
運
動
の
理
論
研
究
l
h
パ
|
ソ
ン
ズ
日
ベ

イ
ル
ズ
の
体
系
均
衡
の
新
し
い
フ
ォ
l
ミ
ユ
ラ
|
|
」
『
社
会
学
評
論
』
六

l
四
ハ
二
四
)
n
m
l
w
、
幻
。

一
九
五
七
「
社
会
体
系
ー
ー
そ
の
概
念

・
モ
ヂ
ル
・
測
定
|
|
」
『
社
会
学

評
論
』
七
|
二
会
=
O
H
m
-
弱
。

一
九
五
八
村
社
会
学
の
一
般
理
論
」
福
武
直
他
(
編
〉

『
講
座
社
会
学
』
九

二
M
l
m
、
東
京
大
学
出
版
会
。

一
九
六
耳
.
『
社
会
変
動
の
理
論
|
1
経
済
社
会
学
的
研
究
|
|
』
岩
波
書

底。
一
九
七
一
「
経
済
行
動
と
社
会
行
動
|
l
経
済
社
会
学
の
方
法
的
基
礎

|
|
円
上
)
(
下
)
」
『
思
想
』
玉
大
二
日
幻
l
幻
/
五
六
回
二
M
l
m
e

一
九
七
三
朴
『
社
会
体
系
の
構
造
と
.変
動
」川
島
(
編
)
[
一
九
七
二
U
叩
l
m]。

コ
ア
ユ
ル
ケ
ム
の
機
能
的
分
析
に
つ
い
て
」
『
社
会
学
研
究
』
九
日

田
野
崎

昭
夫

国
代

秀
敏

富
永

健

-
2重
量
一彊

-
z
-
Z
E
23
マ話
番
書
毒
事
益
事
帯
三
万
一で
き
--
で."
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一--1

OI
l
-
-

一
九
七
三
「
社
会
体
系
分
析
と
社
会
計
薗
弘前
」
『
思
想
』
五
八
七
日
m
t
郎
。

1
i
ll

-

九
七
五
「
構
造
と
機
能
」
富
氷

・
荏
原

(編
)
[一

九
七
五
二
M
l
M
]
。

富

永

健

一・

窓
原
勉
(
編
〉

一
九
七
五
『
社
会
学
原
論
』

ハ
社
会
学
セ
ミ
ナ
ー
1
)
有

斐
問
。

富

氷

健

一
・
吉
田

民

人

一
九
七
五

「対
談

・
機
能
主
義
社
会
学
理
論
の
彫
琢
」
『
現

代
社
会
学
』
一
一
l
ニ
(
四
)
一
位
l
m
e

恒

松

直

幸

一
九
七
八
「
貨
幣
|
|
メ
ヂ
ィ
ア
論
の
視
角
か
ら
」
(
東
京
大
学
大
学
院
社

会
学
研
究
科
修
士
議
文
)。

-ヲコ

恒

松

直

幸

・
橋

爪

大

三
郎

・宮
山
田
基
与
師

一
九
八

一

「
機
要
要
件
と
構
造
変
動

仮

説

l
l
構
造
l
機
能
分
析
の

志
向
pz
q
n
Z
Em
-
-」『
ソ
シ
オ
ロ
ゴ

ス
』
五
・

問
1m。

l
i
l
i
-

-
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Structural-Functional Analysis at a Crisis 
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Structural-functional analysis i目印ciologystemffied仕omTalcott Parsons. Yet 

the arnbiguity ana obscurity口fhis idea E'vokea various criticisrns. Japanese socio-

logists had not only acceptea this iaea but also its criticisms. Arnong these socio-

logists， Kenichi Tominaga， Tamito Yoshiaa， and Kaoki Komuro have made impor. 

tant contribution， in an effort to overcorne the criticisロ15，to the refinernent of 

structural-functional analysis. These three agreed upon the formulation that the 

functional requisites e¥'aluate and control田 cialstructures. 

Following this formulation the authors have constructed the model idealistically 

representing structural-functional analysis. This ∞nstruction aims to 引，-aluate
structural-functional analysis仕omthe viewpoint of scientific rnethodology in gen-
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Our analysis has revealed tV:'o critiα1 dt:iects 0: the Jogical structure口fstruc-
tural・functionalana;、sis.Specifically. the ph.:rality of functional requisites lea己s
to the indeterminac¥" of their control o¥"er ana e，-aluation of social structures. Ana 
the∞n6ept of functi口nalrequisite beccmes redunC:a!lt in eeriγing the h~・P口these s

of structural change of social system， 百九'econcluee that there is no r∞m to avoia 

the above difficulties in the formulati匝 1of structural・functionalanalysis. Therefore. 

this theoretical attempt has no future 
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